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§１ はじめに 

 本研究は大地震時の減災を目的としたものであり、本

報では特に首都圏で特徴的に発生する帰宅困難者に注目

する。新宿から京王線沿線に帰宅する買い物客などの経

路をシミュレーションし、沿線の特徴について言及する。 
§２ 調査方法 

 前報で明らかにした沿線の状況をふまえ発生時刻・沿

線に起こる被害などを想定し、自宅までの帰宅経路(京王

線沿線)を対象に、距離と帰宅時間に着目した。帰宅困難

者対策となる避難所、情報拠点、情報受発信方法(手段)

についても合わせて考察した。その概略を図１に示す。 

§３ 新宿から京王線沿線自宅までのシミュレーション 

3.1 設定条件  2005 年 2 月の中央防災会議 25)による被

害想定 4 つの時間設定のうち、帰宅困難が最も多くなる

と考えられる表１の 2 つを仮定した。 

表１ 設定時刻 
夏、昼 12 時 オフィス、繁華街、映画館等に多くの人が集中する時間帯 

冬、夕方 6時 鉄道、道路ともに帰宅ラッシュの時間帯 

 東京都の防災計画 1)の想定によると、20km を基準に帰

宅困難が定義されている。本報では、その 20km を基準に

前後 5～10km を対象として表２に示す 4 駅を選定した。 

表２ 対象エリア 
区間 距離 

新宿駅 ― 調布駅 約 15km 地点 

新宿駅 ― 府中駅 約 20km 地点 

新宿駅 ― 聖蹟桜ヶ丘駅 約 25km 地点 

新宿駅 ― 高幡不動駅 約 30km 地点 

 徒歩帰宅者訓練の参加者の状況によると、歩行速度と

して時速 4km 程度が多かった。26)災害時の場合さらに速度

が低下することが予想され、今回は時速 3km とした。ま

た徒歩帰宅者訓練 4)の結果より平均のトイレ休憩回数は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.2km に 1 回であった。その結果から、経路ごとの休憩回

数を算出し、1 回の休憩時間を 20 分とした。 

3.2 距離と時間によるシミュレーション  表３は、前

報の被害想定と同等の場合の帰宅時間・距離を示したも

のである。 

表３ 前報の被害想定の場合 
区間 時速 距離 休憩(各 20 分) トータル時間

新宿 ― 調布 3km/h 15.81km 2 回(+40 分) 5 時間 57 分 

新宿 ― 府中 3km/h 21.84km 3 回(+60 分) 8 時間 18 分 

新宿 ― 聖蹟桜ヶ丘 3km/h 27.18km 
3～4 回 

(+60～80 分) 

10 時間 05 分 

～10 時間 25 分

新宿 ― 高幡不動 3km/h 28.93km 
3～4 回 

(+60～80 分) 

10 時間 39 分 

～10 時間 59 分

発生時間帯により、想定と同等の被害状況でも遠距離

のエリアではその日の帰宅が難しい。さらに約 25km 地点

を越えると 10 時間を越える試算から、発生時刻が昼の場

合でもその日中の帰宅が難しくなる。また、地震規模が

想定以上の大地震が起こった場合、帰宅には危険箇所を

避けさらに迂回が必要となる可能性もあり、時間をかけ

てでも帰宅するべきか、また帰宅自体をあきらめるべき

かという新たな問題が生じる。表４は、阪神・淡路大震

災以上の災害を想定し、迂回の必要が生じる経路の時

間・距離を示したものである。 

表４ 阪神・淡路大震災以上の被害を想定した場合 
区間 時速 距離 休憩(各 20 分) トータル時間

新宿 ― 調布 3km/h 17.53km 2 回(+40 分) 6 時間 31 分 

新宿 ― 府中 3km/h 23.56km 3 回(+60 分) 8 時間 52 分 

新宿 ― 聖蹟桜ヶ丘 3km/h 31.03km 4 回(+80 分) 11 時間 42 分 

新宿 ― 高幡不動 3km/h 30.65km 4 回(+80 分) 11 時間 34 分 

§４ 徒歩帰宅に必要となる沿線の特徴 

首都圏の大地震の発生では、交通機関がマヒし徒歩帰

宅を余儀なくされる。その際に、助けとなる拠点や案内

などの表示についても調査した。新宿駅から京王線沿線 
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の帰宅地を想定し検証した。表５の施設等を徒歩帰宅経

路の中に取り込みそれぞれの施設等の有効活用を考える。 

表５ 帰宅するにあたり役立つ沿線の施設等 
○避難所 ○郵便局 

○帰宅支援ステーション ○ガソリンスタンド 

○避難誘導標識 ○エイドステーション 

○コンビニエンスストア   

4.1 避難所  沿線には、広域避難場所が 13 箇所あり、

その他、避難場所として指定されている小・中学校(一部

高校も含む)が 57 箇所ある。 

4.2 帰宅支援ステーション  徒歩による帰宅者に対す

る支援の一環として、帰宅支援対象道路（16 路線）から

半径 2km 以内の都立学校などがあり、水、トイレおよび

情報提供を行うことになっている。27) 次に、沿線にある

帰宅支援ステーション 27)を表６に示す。 

表６ 沿線の帰宅支援ステーション 
○新宿高等学校 ○杉並総合高等学校 ○杉並ろう学校 

○神代高等学校 ○調布南高等学校 ○調布養護学校 

○府中養護学校 ○府中朝日養護学校 ○府中東高等学校 

○府中工業高等学校 ○農業高等学校 ○府中高等学校 

○府中西高等学校 ○第五商業高等学校 ○国立高等学校 

4.3 避難誘導標識  避難場所の周辺や避難道路には、

避難場所標識や避難道路標識が設置されていたが、調査

時の甲州街道の状況から、標識が少ないと感じた。震災

時に頼りになるのが避難誘導標識である。新宿区が行っ

ている徒歩帰宅訓練 4)などの参加者のアンケート結果から

も同様の声が多かった。今後さらに案内標識や案内地図

等の照明が帰宅時間の重要なキーになる。 

4.4 コンビニエンスストア  ほとんどの店舗が 1 日 3

回配送センターから配送されている。特に飲料水の備蓄

が多く、震災時の物資供給拠点としての可能性が高い。

さらに、商品データのやり取りに ISDN 回線が使われてい

るため、情報受信拠点としての利用の可能性も高い。28)沿

線には、約 44 店舗ある。ただし、都心から離れるにつれ

て件数が減少し、配置間隔が長くなる。 

4.5 郵便局  東京都では郵政局と協定を結んでおり、

災害時には帰宅困難者に対して、トイレや飲料水の提供

や地図の配布、大きな郵便局(集配局)による休憩所の提

供 29)などがある。沿線には集配局が 4 つある。 

4.6 ガソリンスタンド  災害時には、地域の拠点とし

て、被害状況や支援情報の提供、地域住民の安否や連絡

情報の取り次ぎなどがあり、帰宅困難者に対してはサー

ビスルームの休憩所としての開放などがある。阪神・淡

路大震災では壁が壊れるなどの小さな被害はあったが、

危険物を取り扱うことから設計基準のレベルが高く火災

発生の可能性も低い。30)重要な災害拠点の一つになりうる。 

4.7 エイドステーション  災害時徒歩帰宅訓練時 4) に

帰宅困難者の沿道支援のひとつとして、日本赤十字社東

京都支部の提供により開設された。主に、休憩所・トイ

レ、救護所、情報受発信拠点などがある。 

§５ 情報受発信方法(手段)とその意味 

徒歩帰宅する際に、被災状況・安否確認などの情報を

入手することが最も重要である。正しい情報によって不

安が軽減される。情報受発信方法(手段)を表７に示す。 

表７ 情報受発信方法(手段) 
○災害時伝言ダイヤル ○街頭の大型ビジョンの活用 

○携帯用災害時伝言板ダイヤル ○路線バス無線の活用 

○公衆電話の無料化   

災害時伝言ダイヤル、携帯用災害時伝言板ダイヤル 31)

を活用し、家族・親戚の安否確認ができる。多くの利用

者が一斉にダイヤルすると回線の混乱が予想される。阪

神・淡路大震災では、停電のためにテレホンカードが使

えず、その後コインでも満杯で公衆電話が使用できなく

なった。その教訓を生かし、NTT では、災害救助法が適応

される規模の災害では、広域停電が生じている時は、公

衆電話の国内通話の無料化 32)を決めた。阪神・淡路大震

災では救助活動車両のサイレン音やヘリコプターの騒音

により、音声伝達が難しかった。その教訓を生かし、新

宿区では、街頭にある大型ビジョンを活用し、画像によ

る情報提供を行うことにした。その他、道路が通行止め

になった際、路線バスでは乗客の保護・誘導の後、車載

している無線を活用し車両やバス停へ掲示する仕組みを

作った。4)バッテリーの充電や電源確保が課題である。 

§６ おわりに 

発災時刻によって帰宅可能な時間は大きく変わる。発

生時の季節や天候等にも影響されるが、主に次の 2 つの

条件によって帰宅時間は変動する。都心では高層ビルか

らのガラス飛散等の可能性や一部で建物倒壊や火災の危

険性等が懸念されている。新宿に近い場合でも徒歩帰宅

に影響する要因になりうる。もう一方では、距離が約

25km 以上でさらに川を渡るか否かにより状況が変化する。

各経路の共通する問題点として、防災知識の少ない人が

情報拠点を上手く利用できるか否かにかかっている。そ

のためには、防災知識の少ない人でも災害時に避難所や

情報拠点へ行くための誘導案内の充実が急務である。さ

らに、日頃から防災への啓発活動に意識を持ち参加する

などの経験がきわめて重要である。 
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